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介護ロボットや
AIなど最新介護機器

244-2481 介護ロボットに関する政策の動向
⃝小林　毅

249-2572 施設での介護ロボット等の導入のポイント
⃝楠元寛之，他

258-2623 見守り・徘徊感知システム
⃝加藤智幸

263-2664 ロボットテクノロジーにより進化する移動機器
⃝沖川悦三

267-2745 人工知能の活用に向けて
⃝諏訪　基

275-2796 介護ロボットの将来
⃝山内　繁

　官民が一体となって国の成長戦略を議論する未来投資会議では「医療・介護分野におけ
る ICT活用」をテーマに「AI や IoT 等の ICTを活用した診療支援や遠隔医療，見守り，
ロボット等の技術革新を，医療・介護の枠組み（診療報酬・介護報酬）の中に，現場や国
民がメリットを実感できる形で，十分なエビデンスの下に組み込む」ことが提言された。
　本特集では，国が支援する介護ロボット等の開発と活用について，実際に実用化され活
用されている機器や人工知能（AI）など，自立支援・介護負担の軽減に資する福祉用具の
必要性について解説するとともに，その未来像について考えてみたいと思います。

企画担当⃝渡邉愼一（横浜市総合リハビリテーションセンター，作業療法士）
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